
(57)【要約】

ヒト身体中の種々の位置から過剰の流体を膀胱中に排液

するよう設計された経小嚢排出デバイス。このデバイス

は、ヒトまたは非ヒト哺乳動物の身体内の腹水または任

意の流体コレクションを処置するために用いられ得る。

このデバイスは、小嚢シャントであって、内側および外

側、そしてまた流入端部および流出端部を有する中空シ

リンダー、該中空シリンダーの内側と連続的に流体連絡

しているバルブを備え、ここで、該バルブが、該中空シ

リンダー内の流体の流れを、流体が該中空シリンダーの

流入端部から該中空シリンダーの流出端部に流れ得るよ

うに調節する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
小 嚢 シ ャ ン ト で あ っ て ：
　 内 側 お よ び 外 側 、 そ し て ま た 流 入 端 部 お よ び 流 出 端 部 を 有 す る 中 空 シ リ ン ダ ー ；
　 該 中 空 シ リ ン ダ ー の 該 内 側 と 連 続 的 に 流 体 連 絡 し て い る バ ル ブ を 備 え 、 こ こ で 、 該 バ ル
ブ が 、 該 中 空 シ リ ン ダ ー 内 の 流 体 の 流 れ を 、 流 体 が 該 中 空 シ リ ン ダ ー の 該 流 入 端 部 か ら 該
中 空 シ リ ン ダ ー の 該 流 出 端 部 に 流 れ 得 る よ う に 調 節 す る 、 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
さ ら に ：
　 前 記 中 空 シ リ ン ダ ー の 前 記 外 側 で 第 １ の 端 部 の 近 傍 に 位 置 決 め さ れ た 第 １ の フ ラ ン ジ ；
お よ び
　 前 記 中 空 シ リ ン ダ ー の 前 記 外 側 で 第 ２ の 端 部 の 近 傍 に 位 置 決 め さ れ た 第 ２ の フ ラ ン ジ を
備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 中 空 シ リ ン ダ ー の 前 記 流 入 端 部 に 取 付 け ら れ た メ ッ シ ュ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 バ ル ブ が ボ ー ル バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 バ ル ブ が フ ラ ッ パ ー バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 バ ル ブ が 能 動 バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 圧 力 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 機 械 的 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 磁 気 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 電 気 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 Ｅ Ｍ Ｆ 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 Ｅ Ｍ Ｆ 信 号 が 無 線 信 号 で あ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
小 嚢 シ ャ ン ト で あ っ て ：
　 内 側 お よ び 外 側 、 そ し て ま た 流 入 端 部 お よ び 流 出 端 部 を 有 す る 中 空 シ リ ン ダ ー ；
　 該 中 空 シ リ ン ダ ー の 内 側 に 位 置 決 め さ れ る バ ル ブ で あ っ て 、 こ こ で 、 該 バ ル ブ が 、 該 中
空 シ リ ン ダ ー 内 の 流 体 の 流 れ を 、 流 体 が 該 中 空 シ リ ン ダ ー の 該 流 入 端 部 か ら 該 中 空 シ リ ン
ダ ー の 該 流 出 端 部 に 流 れ 得 る よ う に 調 節 す る 、 バ ル ブ ； お よ び
　 流 入 端 部 お よ び 流 出 端 部 を 有 す る 可 撓 性 チ ュ ー ブ で あ っ て 、 該 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 該 流 出
端 部 が 、 該 中 空 シ リ ン ダ ー の 該 流 入 端 部 と 流 体 連 絡 し て い る 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ 、 を 備 え る
、 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
さ ら に ：
　 前 記 中 空 シ リ ン ダ ー の 前 記 外 側 で 第 １ の 端 部 の 近 傍 に 位 置 決 め さ れ た 第 １ の フ ラ ン ジ ；
お よ び
　 前 記 中 空 シ リ ン ダ ー の 前 記 外 側 で 第 ２ の 端 部 の 近 傍 に 位 置 決 め さ れ た 第 ２ の フ ラ ン ジ を
備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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前 記 バ ル ブ が ボ ー ル バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 バ ル ブ が フ ラ ッ パ ー バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 バ ル ブ が 能 動 バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 電 気 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 圧 力 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 機 械 的 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 磁 気 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 Ｅ Ｍ Ｆ 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 Ｅ Ｍ Ｆ 信 号 が 無 線 信 号 で あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 中 空 シ リ ン ダ ー の 前 記 流 入 端 部 に 取 付 け ら れ た メ ッ シ ュ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ３
に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 前 記 流 入 端 部 に 取 付 け ら れ た 穿 孔 レ セ プ タ ク ル を さ ら に 備 え る 、 請
求 項 １ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 前 記 流 入 端 部 近 傍 に お い て 該 可 撓 性 チ ュ ー ブ 内 に 位 置 決 め さ れ た バ
ル ブ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
ポ ン プ で あ っ て 、 前 記 可 撓 性 チ ュ ー ブ に 、 該 ポ ン プ が 該 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 前 記 流 入 端 部 か
ら 前 記 流 出 端 部 に 流 体 を 移 動 し 得 る よ う に 取 付 け ら れ る ポ ン プ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １
３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
体 液 を 排 出 す る た め の 小 嚢 シ ャ ン ト で あ っ て ：
　 チ ュ ー ブ で あ っ て 、 膀 胱 の 壁 に 移 植 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る チ ュ ー ブ ；
　 該 チ ュ ー ブ を 、 該 膀 胱 の 壁 に 係 留 す る 手 段 ； お よ び
　 該 チ ュ ー ブ を 通 じ る 一 方 向 性 流 れ を 確 実 に す る た め の 手 段 、 を 備 え る 、 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 チ ュ ー ブ を 通 る 固 形 分 の 通 過 を 防 ぐ た め の 手 段 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の
小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 係 留 す る 手 段 が 一 対 の フ ラ ン ジ で あ る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 係 留 す る 手 段 が ね じ で あ る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 係 留 す る 手 段 が 縫 合 糸 で あ る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
一 方 向 性 流 れ を 確 実 に す る た め の 手 段 が バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト
。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 バ ル ブ が ボ ー ル バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
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前 記 バ ル ブ が フ ラ ッ パ ー バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 バ ル ブ が 能 動 バ ル ブ で あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 電 気 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 圧 力 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 機 械 的 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 磁 気 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ １ 】
前 記 能 動 バ ル ブ が 、 Ｅ Ｍ Ｆ 信 号 を 通 じ て 制 御 さ れ る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
前 記 Ｅ Ｍ Ｆ 信 号 が 無 線 信 号 で あ る 、 請 求 項 ４ １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
遠 隔 の 間 隙 か ら 流 体 を 収 集 す る た め の 輸 送 手 段 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 小 嚢
シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
流 体 の 収 集 を 急 が せ る た め の ポ ン プ 手 段 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン
ト 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
ポ ン プ 手 段 を さ ら に 備 え 、 こ こ で 、 該 ポ ン プ が 、 膀 胱 に 配 置 す る た め に チ ュ ー ブ 手 段 を 通
じ て 流 体 を 輸 送 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
前 記 チ ュ ー ブ 手 段 が 、 該 チ ュ ー ブ 手 段 内 に 位 置 決 め さ れ る バ ル ブ を 含 む 、 請 求 項 ３ ３ に 記
載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
抗 感 染 手 段 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
前 記 抗 感 染 手 段 が 、 上 皮 化 を 促 進 す る 表 面 で あ る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
前 記 抗 感 染 手 段 が 殺 菌 性 物 質 で あ る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
前 記 抗 感 染 手 段 が １ つ 以 上 の 抗 生 物 質 デ ィ ス ペ ン サ ー で あ る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ
ャ ン ト 。
【 請 求 項 ５ １ 】
前 記 抗 感 染 手 段 が 同 伴 放 射 性 同 位 体 で あ る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
抗 目 詰 ま り 手 段 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
前 記 抗 目 詰 ま り 手 段 が 、 能 動 超 音 波 コ ン ポ ー ネ ン ト で あ る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ
ン ト 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
前 記 抗 目 詰 ま り 手 段 が 、 内 側 管 腔 お よ び 外 側 管 腔 で あ る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン
ト 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
前 記 抗 目 詰 ま り 手 段 が 、 上 皮 化 を 促 進 す る 表 面 で あ る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト
。
【 請 求 項 ５ ６ 】
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前 記 抗 目 詰 ま り 手 段 が 、 酵 素 溶 出 材 料 で あ る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 小 嚢 シ ャ ン ト 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
生 存 宿 主 の 膀 胱 中 に 過 剰 の 流 体 排 出 す る 方 法 で あ っ て ：
　 膀 胱 の 壁 中 に 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス の シ リ ン ダ ー を 移 植 す る 工 程 ；
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ バ イ ス の チ ュ ー ブ の 流 入 端 部 を 、 排 出 さ れ る べ き 領 域 中 に 移 植 す
る 工 程 、 を 包 含 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
前 記 排 出 さ れ る べ き 領 域 が 胸 膜 腔 で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
前 記 排 出 さ れ る べ き 領 域 が 脳 脊 髄 腔 で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
前 記 排 出 さ れ る べ き 領 域 が 腹 膜 腔 で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
前 記 宿 主 が ヒ ト で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
前 記 宿 主 が 非 ヒ ト 哺 乳 動 物 で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
前 記 宿 主 が ウ マ で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
前 記 宿 主 が ウ シ で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
前 記 宿 主 が ネ コ で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
前 記 宿 主 が イ ヌ で あ る 、 請 求 項 ５ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 （ 関 連 出 願 へ の 相 互 参 照 ）
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ０ ２ 年 ２ 月 ２ ５ 日 に 出 願 さ れ た 合 衆 国 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ３ ５ ９ ， ２ ８ ７ 号
お よ び ２ ０ ０ ２ 年 ６ 月 １ ８ 日 に 出 願 さ れ た 合 衆 国 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ３ ８ ９ ， ３ ４ ６ 号 の 優 先
権 を 主 張 し て い る 。 前 述 の 仮 出 願 は 、 す べ て の 目 的 の た め に 本 明 細 書 中 に 参 考 と し て 援 用
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 （ 発 明 の 分 野 ）
　 本 発 明 は 、 身 体 内 の 腔 か ら 膀 胱 中 に 過 剰 流 体 を 排 出 す る た め に 設 計 さ れ た 経 小 嚢 排 液 デ
バ イ ス で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 （ 発 明 の 背 景 ）
　 本 発 明 は 、 慢 性 的 な 過 剰 流 体 の 排 液 デ バ イ ス に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 膀 胱
中 へ の 過 剰 流 体 コ レ ク シ ョ ン の 一 方 向 流 れ を 許 容 す る 小 嚢 排 液 デ バ イ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 医 学 に お い て は 、 体 液 の 病 的 慢 性 コ レ ク シ ョ ン を 生 じ る 種 々 の 症 状 が あ る 。 慢 性 心 内 膜
液 浸 出 、 正 常 圧 水 頭 症 、 水 頭 症 、 慢 性 肺 液 浸 出 、 お よ び 腹 水 が そ う で あ り 、 慢 性 的 流 体 コ
レ ク シ ョ ン が 持 続 し 、 増 加 し た 疾 病 率 お よ び 死 亡 率 を 生 じ る 少 数 の 症 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら の 症 状 は 、 現 在 、 以 下 の ２ つ の 方 法 の １ つ ： １ ） 高 リ ス ク の 感 染 お よ び 複 数 穿 孔
の 長 期 間 要 求 を と も な う 外 部 排 液 、 ２ ） 別 の 体 腔 へ の 排 液 、 あ る い は 、 ３ ） 種 々 の 薬 物 で
処 置 さ れ て い る 。 す べ て の タ イ プ の 心 内 膜 液 浸 出 お よ び 水 頭 症 に は 、 選 択 の 処 置 は 、 身 体
の 別 の 領 域 へ の 排 液 で あ る 。 心 内 膜 液 浸 出 に は 、 こ れ は 、 外 側 心 臓 腔 の 大 セ ク シ ョ ン が 除
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去 さ れ る 高 度 に 侵 襲 的 な 手 順 で あ る 、 心 臓 周 囲 の 窓 を 必 然 的 に 伴 う 。 水 頭 症 に は 、 代 表 的
に は 、 処 置 は 、 脳 脊 髄 流 体 を 腹 膜 腔 中 に 排 出 す る 脳 室 － 腹 膜 シ ャ ン ト の 使 用 を 含 む 。 こ の
デ バ イ ス は 、 し ば し ば 、 腹 膜 腔 の タ ン パ ク 質 の 多 い 環 境 に 起 因 し て 目 詰 ま り す る よ う に な
り 、 そ し て 除 去 ま た は 改 訂 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の １ つ の 概 念 は 、 腹 水 排 液 デ バ イ ス に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 こ の 概 念 は 、 腹 膜
腔 か ら 膀 胱 中 へ の 一 方 向 流 れ を 許 容 す る 腹 膜 小 嚢 排 液 デ バ イ ス に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 腹 水 は 、 肝 臓 疾 患 お よ び う っ 血 性 心 不 全 を 含 む 多 く の 医 療 症 状 に と も な う 高 度 に 衰 弱 性
の 合 併 症 で あ る 。 非 処 置 腹 水 は 、 呼 吸 性 寛 容 、 下 大 静 脈 （ 重 要 な 血 管 ） の 圧 縮 お よ び 自 発
性 細 菌 性 腹 膜 炎 （ 生 命 を 脅 か す 症 状 ） を 生 じ 得 る 。 慢 性 的 腹 水 を 処 置 す る た め に 、 医 学 は
、 薬 物 お よ び 手 術 の 両 方 に 向 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 腹 水 を 処 置 す る た め に 必 要 な 薬 物 は 、 代 表 的 に は 長 期 で あ り 、 そ し て し ば し ば 合 併 症 を
生 じ る 。 腹 水 の 最 も 一 般 的 な 薬 学 的 処 置 は 、 利 尿 剤 の 使 用 を 含 み 、 そ れ ら の 尿 を 通 じ て 患
者 身 体 か ら 流 体 を 取 り 除 く 。 こ の 処 置 の 困 難 さ は 、 し か し 、 流 体 が 、 血 液 の 循 環 容 量 を 含
む 全 身 か ら 除 去 さ れ 、 そ し て ヒ ト 身 体 の 生 命 器 官 を 灌 流 す る た め に 必 要 な 流 体 の 過 剰 な 損
失 を 生 じ 得 る こ と で あ る 。 従 っ て 、 厳 正 な 適 用 で さ え 、 し か し 、 医 薬 は し ば し ば 失 敗 す る
。 こ の 場 合 、 外 科 的 、 ま た は 侵 襲 的 な 手 順 が 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 現 在 、 選 択 の 処 置 は 、 穿 刺 術 と 呼 ば れ て い る 。 穿 刺 術 で は 、 腹 腔 流 体 は 、 腹 腔 中 へ の 腹
壁 を 通 じ る ニ ー ド ル の 挿 入 を 経 由 し て 腹 壁 を 通 じ て 排 液 さ れ て い る 。 こ の 手 順 は 、 し か し
、 大 部 分 の 慢 性 的 症 状 で は 、 腹 水 は す ぐ に 腹 腔 を 再 充 填 す る の で 、 一 時 的 な 処 置 に 過 ぎ な
い 。 さ ら に 、 繰 り 返 さ れ る 穿 刺 術 は 、 患 者 を 、 そ れ ら の 腹 腔 の 生 命 を 脅 か す 感 染 に 対 す る
増 加 し た リ ス ク に 置 く 。 そ の 他 の 外 科 的 ／ 侵 襲 的 手 順 は 、 腹 水 の 原 因 の 処 置 を 含 む （ 例 え
ば 、 経 頸 静 脈 性 肝 内 門 脈 体 循 環 短 絡 術 ） が 、 こ れ ら の 方 法 も ま た 、 し ば し ば 合 併 症 を 生 じ
、 こ れ ら は 、 し ば し ば 重 篤 で あ り 、 そ し て そ れ 故 、 躊 躇 し て 実 施 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 慢 性 的 腹 水 の た め の 現 在 の 治 療 に と も な う 困 難 さ を 避 け 、 す な わ ち 、 本 発 明
の 手 順 は 、 １ ） 薬 剤 の 重 篤 な 合 併 症 、 ２ ） 頻 繁 な 穿 刺 術 に と も な う 不 便 さ 、 感 染 の 実 質 的
コ ス ト お よ び 増 加 し た リ ス ク お よ び ３ ） 腹 水 の 原 因 を 処 置 す る た め の よ り 侵 襲 的 か つ リ ス
ク の あ る 外 科 手 術 に と も な う 複 数 の 重 篤 な 合 併 症 な く し て 、 腹 腔 流 体 の 排 液 を 可 能 に す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 排 液 カ テ ー テ ル の 一 時 的 経 腹 腔 挿 入 に よ る こ と を 除 き 、 腹 腔 を 排 液 し 得 る 現 存 す る デ バ
イ ス は な い 。 こ れ ら の デ バ イ ス は 、 穿 刺 術 の 断 続 的 な 穿 孔 に 対 し ほ と ん ど 改 良 は な く 、 そ
し て 任 意 の 長 さ の 時 間 そ の 場 に 残 さ れ る と 、 増 加 し た 感 染 率 を 生 じ る 。 本 発 明 は 、 長 期 間
腹 腔 切 開 の 必 要 性 を な く し 、 そ し て そ れ 故 、 関 連 す る 重 篤 な 感 染 の 増 加 し た リ ス ク を な く
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ 発 明 の 要 旨 ）
　 本 発 明 は 、 過 剰 の 流 体 の 膀 胱 中 へ の 排 液 を 可 能 に す る 、 膀 胱 の 壁 中 の 移 植 の た め に 設 計
さ れ た デ バ イ ス で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の デ バ イ ス は 、 両 方 の 端 部 に フ ラ ン ジ を も つ 中 空 の 円 筒 形 カ ラ ム か ら な り 、 膀 胱 壁 に
お け る 固 定 係 留 を 提 供 す る 。 好 ま し く は 、 流 体 の 一 方 向 性 流 れ を 提 供 し 、 そ し て カ ラ ム 内
側 の 尿 の 還 流 を 防 ぐ 機 構 が 存 在 す る 。 こ の デ バ イ ス の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 収 集 部 位 で 特
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定 の 圧 力 が 達 成 さ れ る と き は い つ で も 膀 胱 中 へ の 流 体 の 排 液 を 可 能 に す る 受 動 ボ ー ル － バ
ル ブ 機 構 を 提 供 す る 。 こ の デ バ イ ス の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 バ ル ブ が 作 動 し て い る
と き は い つ で も 膀 胱 中 へ の 流 体 の 制 御 さ れ た 排 液 を 可 能 す る 能 動 バ ル ブ 機 構 を 提 供 す る 。
最 も 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 能 動 バ ル ブ 機 構 に 加 え て ポ ン プ を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 腹 水 に は 、 こ の デ バ イ ス は 、 経 尿 道 ま た は 経 腹 腔 経 路 の い ず れ か に よ り 移 植 さ れ 得 る 。
そ の 他 の 部 位 を 排 液 す る た め 、 膀 胱 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 上 記 の よ う に 移 植 さ れ 、 そ し て 可
撓 性 チ ュ ー ブ ま た は そ の 他 の 導 管 が 組 み 込 ま れ て 、 こ の デ バ イ ス の レ セ プ タ ク ル 端 部 を 、
排 液 さ れ る べ き 領 域 中 に 仕 立 て ら れ る 様 式 で 配 置 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 す べ て の 実 施 形 態 に お い て 、 こ の デ バ イ ス は 、 生 体 適 合 性 材 料 で 構 築 さ れ る こ と が 好 ま
し い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 見 ら れ 得 る よ う に 、 本 発 明 は 、 膀 胱 壁 ９ 中 の 移 植 の た め の 新 規 な 小 嚢 ド レ イ ン １
を 提 供 し 、 こ れ は 、 膀 胱 中 へ の 流 体 の 一 方 向 性 排 液 を 提 供 す る 。 ド レ イ ン １ は 、 そ の 端 部
２ 、 ３ に ２ つ の フ ラ ン ジ を 提 供 し 、 こ れ ら は 、 膀 胱 壁 ９ を 横 切 っ て 一 旦 配 置 さ れ る と 強 固
に 係 留 さ れ る デ バ イ ス を 可 能 に す る 。 デ バ イ ス の 代 替 の 実 施 形 態 は 、 そ の 他 の 係 留 機 構 （
制 限 さ れ な い で ： １ の 外 側 に あ る 、 ね じ 、 ス テ ー プ ル 、 縫 合 糸 、 接 着 化 合 物 、 お よ び ／ ま
た は １ つ 以 上 の バ ー ブ を 含 む ） を 用 い 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の デ バ イ ス の 中 空 シ ャ フ ト は 、 ボ ー ル バ ル ブ ４ を 含 み 、 こ れ を 通 じ て 、 陽 圧 の 閉 鎖 圧
力 が 付 着 し た ス プ リ ン グ ５ に よ っ て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の デ バ イ ス １ の 流 体 収 集 界 面 は 、 必 要 に 応 じ て 、 大 ポ ア メ ッ シ ュ ６ を 含 み 、 排 液 部 位
に お け る 組 織 の 幽 閉 を 防 ぎ な が ら 、 流 体 の 自 由 流 れ を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 見 ら れ る よ う に 、 一 旦 、 流 体 コ レ ク シ ョ ン （ こ の 場 合 、 腹 腔 ） ７ の 圧 力 が 、 ス プ
リ ン グ ５ と 流 体 で 満 た さ れ た 膀 胱 腔 ８ の 圧 力 の 合 力 を 超 え る と 、 腹 腔 流 体 １ ９ は 、 ボ ー ル
バ ル ブ ４ の 転 置 を 通 じ て 膀 胱 腔 ８ 中 に 流 れ る 。 こ こ で 、 腹 腔 流 体 は 、 尿 ２ ０ と 混 ざ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 膀 胱 腔 ８ お よ び ス プ リ ン グ の 圧 力 が 、 し か し 、 流 体 コ レ ク シ ョ ン （ こ の 場 合 、 腹 腔 ） ７
の 圧 力 よ り 大 き い と 、 そ の と き は 、 バ ル ブ ４ は 、 閉 じ た ま ま で あ り 、 図 ３ に 描 か れ る よ う
に 、 尿 １ ９ の 腹 腔 中 へ の 還 流 は 防 が れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の デ バ イ ス は 、 挿 入 デ バ イ ス １ ０ を 経 由 し て 、 図 ４ に 描 か れ る よ う に 、 経 尿 道 的 ま た
は 経 腹 腔 的 に 配 置 さ れ る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 挿 入 の 方 法 は 、 単 回 の 侵 襲 手 順 を 可 能 に
し 、 手 に お え な い 慢 性 的 腹 水 の そ う で な け れ ば 困 難 な 問 題 に 対 す る 長 期 間 の 解 決 を 提 供 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 あ る い は 、 こ の デ バ イ ス は 、 所 定 長 さ の 管 材 １ １ ま た は 流 体 コ レ ク シ ョ ン に 到 達 す る た
め の そ の 他 の 流 体 輸 送 の 手 段 、 お よ び 管 材 中 に そ れ を 通 じ て 排 液 す る 、 随 意 の 穿 孔 を も つ
レ セ プ タ ク ル １ ２ 、 １ ７ お よ び １ ８ を 含 み 得 る 。 こ の よ う な 流 体 輸 送 の そ の 他 の 手 段 は 、
制 限 さ れ ず に 、 導 管 、 カ テ ー テ ル 、 チ ャ ン ネ ル 、 管 腔 、 ホ ー ス 、 パ イ プ 、 ダ ク ト 、 動 脈 ま
た は 血 管 を 含 む 。 こ の デ バ イ ス は 、 流 体 排 液 の よ り 厳 重 な 制 御 の た め に 、 受 動 バ ル ブ ４ 、
１ ３ （ フ ラ ッ パ ー バ ル ブ ） １ ４ （ 図 ５ 中 ） 、 ま た は 能 動 バ ル ブ １ ５ （ 図 ６ 中 ） を 含 む 、 １
つ 以 上 の 種 々 の バ ル ブ を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の デ バ イ ス は ま た 、 図 ７ 中 の ポ ン プ 機 構 １ ６ ０ 取 り 込 み 得 る よ う に 設 計 さ れ 、 こ れ は
、 皮 下 に 配 置 さ れ た と き 、 作 動 し て 受 動 バ ル ブ ４ 、 １ ３ 、 １ ４ 、 ま た は 能 動 バ ル ブ １ ５ と
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の 能 動 ポ ン プ 輸 送 機 構 を 提 供 す る 。 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 は 、 デ バ イ ス を 通 じ る 流 体 の
流 れ を 制 御 す る 、 バ ル ブ に 代 わ る 、 一 方 向 性 ポ ン プ を 含 む 。 本 発 明 の 第 ４ の 概 念 は 、 デ バ
イ ス を 通 る 流 体 の 流 れ を 制 御 す る 単 一 の 一 方 向 性 バ ル ブ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 あ る い は 、 流 体 腔 の 圧 力 を 増 加 す る 手 技 も ま た 、 能 動 バ ル ブ ４ 、 １ ３ 、 １ ４ と と も に 利
用 さ れ 、 腹 腔 を 排 液 す る た め に 腹 腔 内 圧 力 を 増 加 す る よ う 圧 迫 す る こ と 、 ま た は 腹 腔 圧 力
を 増 加 す る よ う 設 計 さ れ た ガ ー ド ル の 適 用 の よ う な 排 液 を 行 い 得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 デ バ イ ス は 、 制 限 さ れ な い で 、 腹 腔 、 図 ８ Ａ 、 肺 浸 出 液 、 図 ８ Ｂ 、 お よ び 過 剰 脳 脊 髄 液
、 図 ８ Ｃ を 含 む 、 種 々 の 異 な る 流 体 コ レ ク シ ョ ン を 排 液 す る よ う に 設 計 さ れ 得 る 。 心 内 膜
液 浸 出 排 出 は 図 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 者 ら に 特 に 重 要 な の は 、 図 ８ Ｂ 中 の 、 肺 浸 出 液 お よ び 肺 中 の そ の 他 の コ レ ク シ ョ
ン を 排 液 す る た め の 本 発 明 の 使 用 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ ら は 好 ま し い 実 施 形 態 で あ る が 、 本 発 明 の デ バ イ ス は 、 尿 の 膀 胱 中 へ の 任 意 の 体 液
の 排 液 の た め に 、 一 方 向 性 の 受 動 ま た は 能 動 バ ル ブ を 提 供 す る 任 意 の 機 構 を 採 用 し 得 る 。
こ れ は 、 半 透 膜 を 横 切 る 水 お よ び イ オ ン の 流 れ を 可 能 に し な が ら 、 流 体 コ レ ク シ ョ ン 中 の
ア ル ブ ミ ン お よ び そ の 他 の タ ン パ ク 質 を 隔 離 す る た め の ポ リ マ ー を 通 じ る 流 体 の 濾 過 を 含
み 得 る 。 こ れ は ま た 、 電 波 、 電 気 、 圧 力 、 機 械 的 、 磁 性 の よ う な Ｅ Ｍ Ｆ 、 ま た は 連 絡 の そ
の 他 手 段 に よ る ヒ ト 身 体 の 組 織 を 横 切 る 連 絡 を 経 由 し て 開 始 さ れ る 電 子 バ ル ブ を 含 み 、 選
択 さ れ た 回 数 で の み 排 液 を 可 能 に す る 。 こ の デ バ イ ス の バ ル ブ は 、 多 く の 形 態 を と り 得 、
そ し て こ の デ バ イ ス は 、 種 々 の 材 料 の い ず れ か ら も 製 造 さ れ 得 、 必 要 な こ と は 生 体 適 合 性
の み で あ る 。 あ る い は 、 こ の デ バ イ ス は 、 能 動 ま た は 受 動 実 施 形 態 の い ず れ か で 、 身 体 の
腔 間 の 感 染 の 拡 散 を 防 ぐ た め に 、 抗 感 染 性 コ ン ポ ー ネ ン ト を 取 り 込 み 得 る 。 こ の よ う な 抗
感 染 性 コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 制 限 さ れ な い で 、 静 菌 性 材 料 、 殺 菌 性 材 料 、 １ つ 以 上 の 抗 生 物
質 デ ィ ス ペ ン サ ー 、 抗 生 物 質 溶 出 材 料 、 同 伴 放 射 性 物 質 、 加 熱 要 素 、 生 体 活 性 プ ラ ス チ ッ
ク 、 上 皮 化 を 促 進 す る 表 面 、 お よ び 細 菌 接 着 を 防 ぐ 被 覆 を 含 む 。 あ る い は 、 こ の デ バ イ ス
は 、 能 動 ま た は 受 動 実 施 形 態 の い ず れ か で 、 抗 目 詰 ま り コ ン ポ ー ネ ン ト を 取 り 込 み 得 る 。
こ の よ う な 抗 目 詰 ま り コ ン ポ ー ネ ン ト は 、 制 限 さ れ な い で 、 能 動 超 音 波 コ ン ポ ー ネ ン ト 、
能 動 的 に 攪 拌 さ れ る と き 内 側 管 腔 を 破 壊 す る 内 側 お よ び 外 側 ス リ ー ブ 、 上 皮 化 を 促 進 す る
表 面 、 酵 素 溶 出 材 料 、 腹 水 の タ ン パ ク 質 性 コ ン ポ ー ネ ン ト を 特 異 的 に 標 的 と す る 酵 素 溶 出
性 材 料 、 化 学 物 質 溶 出 表 面 、 断 続 的 プ ラ ン ジ ャ ー 機 構 、 お よ び タ ン パ ク 質 性 化 合 物 の 接 着
を 防 ぐ 被 覆 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の デ バ イ ス は 、 ヒ ト 患 者 に お け る 使 用 を 主 に 企 図 し て い る が 、 本 発 明 者 ら は ま た 、 本
発 明 者 ら は 、 本 発 明 が 、 ウ マ 、 ウ シ 、 イ ヌ 、 ネ コ 、 お よ び そ の 他 の 哺 乳 動 物 に お け る 獣 医
学 使 用 ま た は 製 品 開 発 目 的 を 有 す る こ と を 企 図 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の デ バ イ ス の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 腹 腔 圧 力 が 排 液 を 許 容 す る に 十 分 で あ る と き の 、 腹 水 を 処 置 す る た め に
設 計 さ れ た 移 植 デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 腹 腔 圧 力 が バ ル ブ を 開 く に は 十 分 で な く 、 そ し て 流 体 流 れ が 生 じ な い と
き の 、 腹 水 を 処 置 す る た め に 設 計 さ れ た 移 植 デ バ イ ス の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 挿 入 デ バ イ ス で あ っ て 、 そ れ を 通 じ て 本 発 明 が 膀 胱 壁 中 に 移 植 さ れ 得 る
挿 入 デ バ イ ス の 例 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 異 な る バ ル ブ タ イ プ 、 異 な る バ ル ブ 位 置 、 お よ び 異 な る 数 の バ ル ブ を も
つ 、 本 発 明 の 代 替 の 実 施 形 態 の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 能 動 な 、 外 部 か ら ま た は 内 部 か ら 制 御 さ れ る バ ル ブ が 利 用 さ れ る デ バ イ
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ス の 代 替 の 実 施 形 態 の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 ポ ン ブ が 管 材 の 長 さ に 沿 っ て 含 め ら れ 、 そ し て 受 動 バ ル ブ で 排 液 の 外 部
制 御 の た め に 皮 下 に 配 置 さ れ る デ バ イ ス の 代 替 の 実 施 形 態 の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 腹 腔 、 肺 ス ペ ー ス お よ び 脳 室 ス ペ ー ス が 、 排 液 さ れ 得 る デ バ イ ス の ２ ～
３ の 代 替 の 実 施 形 態 の 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 図 ５ Ｃ 】 【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ Ａ 】
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【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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